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(57)【要約】
【課題】水位変動を監視するために設置されるフロート
式水位計を、ダブルフロート式に改変して、設置環境下
で黴その他の生物付着および／または水垢、浮遊汚泥そ
の他の付着汚染を防止することにより、センシングにお
ける耐環境性を増補するとともに、設置環境の負影響に
左右されず精度を維持可能で保守点検が容易なものとす
る。
【解決手段】ダブルフロート式水位計Ｘは、フロートケ
ース３内にフロートスイッチ１と水位応動フリーフロー
ト２を上下２段に離接自在に収設し、水位応動フリーフ
ロート２を水位変動に追従させ、かつ、その挙動に基づ
きフロートスイッチ１が接点構成可能な動作環境を創出
又は確保することにより現在水位を検知するようにして
いる。至適な水位応動フリーフロート２は球体フロート
21であり、フロートケース３内で転動自由に遊浮動させ
る。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  水位変動を監視するために設置されるフロート式水位計において、
フロートケース内にフロートスイッチと水位応動フリーフロートを上下２段に離接自在に
収設し、水位応動フリーフロートを水位変動に追従させ、かつ、その挙動に基づきフロー
トスイッチが接点構成可能な動作環境を創出又は確保することにより現在水位を検知する
ようにしたダブルフロート式水位計であって、
上段にリードスイッチの軸上を上下動するフロートスイッチを設け、
下段に水位応動フリーフロートとなる転動自由な球体フロートを設け、前記フロートケー
ス内で、設置環境の水位変動に追従し、かつ、前記フロートスイッチの下面に対して離接
可能に遊浮動させてなり、
前記球体フロート表面への黴その他の生物付着および／または水垢、浮遊汚泥その他の付
着汚染を防止することによりセンシングにおける耐環境性を増補したことを特徴とするダ
ブルフロート式水位計。
【請求項２】
  海洋や河川やダムの水位変動を監視するために自然環境下に設置されるフロート式水位
計において、
フロートケース内にフロートスイッチと水位応動フリーフロートを上下２段に離接自在に
収設し、下段の水位応動フリーフロートを水位変動に追従させ、かつ、その挙動に基づき
上段のフロートスイッチが接点構成可能な動作環境を創出又は確保することにより現在水
位を検知するようにしたダブルフロート式水位計であって、
前記フロートスイッチが、エアチャンバ内でリードスイッチの軸上を上下動して電気的接
点要素となるものであり、
前記水位応動フリーフロートが球体フロートであって、前記フロートケースの下端に開閉
可能な係止バーを設けて脱落阻止され、該ケース内で転動自由に遊浮動しながら設置環境
の水位変動に追従し、かつ、前記フロートスイッチの下面に対して離接可能に挙動するも
のであり、
前記球体フロート表面への黴その他の生物付着および／または水垢、浮遊汚泥その他の付
着汚染を防止することにより、センシングにおける耐環境性と、メンテナンスフリーの機
器特性を増補するようにしたことを特徴とするダブルフロート式水位計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水位変動を監視するために設置されるフロート式水位計に係り、詳しくは、
フロートケース内にフロートスイッチと水位応動フリーフロートを上下２段に離接自在に
収設し、水位応動フリーフロートを水位変動に追従させ、かつ、その挙動に基づきフロー
トスイッチが接点構成可能な動作環境を創出又は確保することにより現在水位を検知する
ようにしたダブルフロート式水位計に関する。
【０００２】
  より詳しくは、水位応動フリーフロートを球形に形成して転動自由に遊浮動させ、フロ
ート表面への黴その他の生物付着および／または水垢、浮遊汚泥その他の付着汚染を防止
することによりセンシングにおける耐環境性（劣変防止及び装置寿命を含む）を増補する
ようにしたダブルフロート式水位計に関する。ここで、「転動自由」はランダムなボール
回転の意である。
【０００３】
　以下、特にことわらない限り、センシングに関する「感知」と「検知」は互換的に使用
する。
【背景技術】
【０００４】
　従来より、水面にフリーフロートを浮かべ、水位変動を直接的に検知するようにしたフ
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ロート式の水位計が知られている（例えば、特許文献１、２、３、４及び５を参照）。
【特許文献１】特開２００７－７８５６１号公報
【特許文献２】特開２００６－１７０９２７号公報
【特許文献３】特開２００２－３７２４４９号公報
【特許文献４】特開２００２－３９８４２号公報
【特許文献５】特開平１１－３２６０１５号公報
【０００５】
　ここでは、フロートケースを具備したものもある（上記特許文献１、３及び５）。
【０００６】
　しかしながら、フロートケース内にフロートスイッチと水位応動フリーフロートを上下
２段に離接自在に収設し、水位応動フリーフロートを水位変動に追従させ、かつ、その挙
動に基づきフロートスイッチが接点構成可能な動作環境を創出又は確保することにより現
在水位を検知するようにしたものはみあたらない。
【０００７】
　ところで、本出願人は、公知のフロート式水位計を使用した特許発明の水位検知通報方
法（特許文献６を参照）の実施を包含する水位観測システムの運用主体として事業活動を
しており、本発明に関する水位計の開発は、システムのエンハンスメント（増強）の一環
として位置付けられる。
【特許文献６】特許第２５４４１８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明が解決しようとする問題点は、生物付着や水質汚染等の負影響に左右されず精度
を維持可能で保守点検が容易な装置構成により、センシングにおける耐環境性（劣変及び
装置寿命を含む）を増補する点にある。
【０００９】
　装置構成の技術手段としては、第１に、水位応動フリーフロートを球形に形成して転動
自由に遊浮動させ、フロート表面への黴その他の生物付着および／または水垢、浮遊汚泥
その他の付着汚染を防止することが考慮される。
【００１０】
　第２に、フロートスイッチを水面から水位応動フロート（球体フロート）を介して離隔
保持することが考慮される。
【００１１】
　本発明はこのような事情に鑑みなされたものであって、フロートケース内にフロートス
イッチと水位応動フリーフロートを上下２段に離接自在に収設し、水位応動フリーフロー
トを水位変動に追従させ、かつ、その挙動に基づきフロートスイッチが接点構成可能な動
作環境を創出又は確保することにより現在水位を検知するとともに、水位応動フリーフロ
ートを球形に形成して転動自由に遊浮動させ、フロート表面への黴その他の生物付着およ
び／または水垢、浮遊汚泥その他の付着汚染を防止することによりセンシングにおける耐
環境性（劣変防止及び装置寿命を含む）を増補するようにしたダブルフロート式水位計を
提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　課題を解決するために本発明は、水位変動を監視するために設置されるフロート式水位
計において、
フロートケース内にフロートスイッチと水位応動フリーフロートを上下２段に離接自在に
収設し、水位応動フリーフロートを水位変動に追従させ、かつ、その挙動に基づきフロー
トスイッチが接点構成可能な動作環境を創出又は確保することにより現在水位を検知する
ようにしたダブルフロート式水位計であって、
上段にリードスイッチの軸上を上下動するフロートスイッチを設け、
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下段に水位応動フリーフロートとなる転動自由な球体フロートを設け、水位変動に追従し
、かつ、前記フロートスイッチの下面に対して離接可能に遊浮動させてなり、
前記球体フロート表面への黴その他の生物付着および／または水垢、浮遊汚泥その他の付
着汚染を防止することによりセンシングにおける耐環境性を増補したことを特徴とするも
のである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、第１に、水位応動フリーフロートを球形に形成して転動自由に遊浮動
させ、フロート表面への黴その他の生物付着および／または水垢、浮遊汚泥その他の付着
汚染を防止することができる。
【００１４】
　第２に、フロートスイッチを水面から水位応動フリーフロート（球体フロート）を介し
て離隔保持することにより、設置環境の負影響に左右されず精度を維持可能で保守点検が
容易である。
【００１５】
　全体として、センシングにおける耐環境性（劣変防止及び装置寿命を含む）を増補する
ことができる。特に、生物付着や水質汚染等の設置環境の負影響に左右されず精度を維持
可能で保守点検が容易である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明を実施するための最良形態は、上記構成において、上段のフロートスイッチは、
エアチャンバ内でリードスイッチの軸上を上下動して電気的接点要素となるものであり、
下段の水位応動フリーフロートは、フロートケースの下端に開閉可能な係止バーを設けて
脱落阻止され、該ケース内で転動自由に遊浮動しながら設置環境の水位変動に追従し、フ
ロートスイッチの下面に対して離接可能に挙動するものである。
【００１７】
　好適な水位応動フリーフロートは、中空又は中実の球形に形成された球体フロートであ
って、水面（液面）に遊浮動して転動自由にボール回転するものであり、フロート表面へ
の黴その他の生物付着および／または水垢、浮遊汚泥その他の付着汚染を防止可能として
いる。
【００１８】
　また、上述した係止バーに超小型の振動モータや超音波振動子を組み込み、球体フロー
トに強制振動を付与することも考慮される。さらに、フロート表面に光触媒その他の表面
処理を施すことも考慮されてよい。
【実施例】
【００１９】
　本発明の一実施例であるダブルフロート式水位計〔以下、実施例水位計。〕について添
付図面を参照して以下説明する。
【００２０】
　図１は、実施例水位計の機器構成を示す説明図である。
【００２１】
　図２は、同じく水位検知の動作状態を示す説明図である。
【００２２】
　図３は、フロートケースの下端に設けた係止バーの取り付け構造、及び水位応動フリー
フロートの脱・装填方法を示す底面視説明図である。それぞれ（ａ）係止状態、（ｂ）係
止解除操作１、（ｃ）係止解除操作２、及び（ｄ）係止解除状態を示す。
【００２３】
　図示するように、実施例水位計Ｘはフロートケース３内にフロートスイッチ１と水位応
動フリーフロート２を上下２段に離接自在に収設し、水位応動フリーフロート２を水位変
動に追従させ、かつ、その挙動に基づきフロートスイッチ１が接点構成可能な動作環境を
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創出又は確保することにより現在水位を検知する仕組みを有したものである。
【００２４】
　上段のフロートスイッチ１は、エアチャンバ４内でリードスイッチ５の軸上を上下動し
て電気的接点要素となるものである。
【００２５】
　下段の水位応動フリーフロート２は、フロートケース３の下端に開閉可能な係止バー６
を設けて脱落阻止され、該ケース３内で転動自由に遊浮動しながら設置環境の水位変動に
追従し、フロートスイッチ１の下面に対して離接可能に挙動するものである。
【００２６】
　好適な水位応動フリーフロート２は、中空又は中実の球体フロート21であって、水面（
液面）に遊浮動して転動自由にボール回転するものであり、フロート表面への黴その他の
生物付着および／または水垢、浮遊汚泥その他の付着汚染を防止可能としている。
【００２７】
　また、上述した係止バー６に超小型の振動モータや超音波振動子〔図示省略〕を組み込
み、球体フロート21に強制振動を付与することも考慮される。さらに、フロート表面に光
触媒その他の表面処理を施し、光源を付設することも考慮されてよい〔図示省略〕。
【００２８】
　また、図示の係止バー６は概略片口スパナの形態をしており、基端を回動可能に締結固
定して、スイング開閉操作するようにしている。
【００２９】
　そして、フロートスイッチ１を水面から球体フロート21（２）を介して離隔保持するよ
うにしている。
【００３０】
　図４に、使用状態を説明する装置系の構成概要図を示す。
【００３１】
　図５に、感知動作説明図を示す。
【００３２】
　基本操作は、図示するように、基準位置（又は所定位置）に置いた実施例水位計Ｘを降
下させて水位面（液中）にアクセスし、水位応動フリーフロート（球体フロート）を動作
させ、フロートスイッチとの間で接点をとり、フロートスイッチのＯＮ信号を取得してモ
ータ駆動に反映させる。
【００３３】
　ついで、実施例水位計Ｘを上昇させて、フロートスイッチの下面から水位応動フリーフ
ロート（球体フロート21）を離間させ、フロートスイッチのＯＦＦ信号を取得してモータ
駆動に反映させる。そして、基準位置（又は所定位置）からＯＮ／ＯＦＦ信号を取得した
位置までに要したモータの回転変位（検出量）から現在水位を割り出す。
【００３４】
　上記操作を繰り返すことにより、逐次的に水位変動を計測（監視）する。当然のことな
がら、水位監視に係る実施例水位計（を包含する水位観測システム）の運用のしかたは上
記基本操作に留まるものではなく、基準水位（設定監視水位）に定置して監視する等、プ
ログラマブルコントローラの設定変更を含む種々の態様が許される。
【００３５】
　図６に、自己検定機能を説明する（ａ）チェーン処理図及び（ｂ）信号線処理図を示す
。
【００３６】
　図示するように、自己検定機能は、監視開始位置（計測水位面）から上限基準位置まで
の追尾区間について、一定間隔（通常２４時間間隔）で実施例水位計を往復運動させ、動
作確認をする水位面感知追尾機能である。これにより的確な水位面取得を確保することが
できる。また、自己検定動作中に、エンコーダ、追尾速度、チェーンの弛み等の診断をあ
わせて行い、同時にガイド管内に付着したゴミや生物等を自重を利用してクリーニングす
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【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】実施例水位計の構成を示す説明図である。
【図２】同じく、水位検知の動作状態を示す説明図である。
【図３】同じく、フロートケースの下端に設けた係止バーの取り付け構造、及び水位応動
フロートの脱・装填方法を示す底面視説明図であり、それぞれ（ａ）係止状態、（ｂ）係
止解除操作１、（ｃ）係止解除操作２、及び（ｄ）係止解除状態を示す。
【図４】使用状態を示す機器構成概要説明図である。
【図５】感知動作説明図である。
【図６】自己検定機能を説明する（ａ）チェーン処理図及び（ｂ）信号線処理図である。
【符号の説明】
【００３８】
　１　フロートスイッチ〔上段〕
　２　水位応動フリーフロート〔下段〕
　21　球体フロート
　３　フロートケース
　４　エアチャンバ
　５　リードスイッチ
　６　係止バー
　７　ナット
　８　通しボルト
　Ｘ　実施例水位計〔ダブルフロート式水位計〕

【図１】 【図２】

【図３】
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